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教
育
振
興
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
、
米
沢

栄
養
大
学
、
米
沢
女
子
短
期
大
学
に
ご
入
学

さ
れ
ま
し
た
学
生
の
皆
様
・
保
護
者
の
皆
様
、

厳
し
い
状
況
の
中
、
苦
難
の
年
を
乗
り
越
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
こ
こ
に
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
広
が
る
中
、

様
々
な
行
事
が
や
む
な
く
中
止
あ
る
い
は
延

期
と
な
り
、
卒
業
式
・
入
学
式
を
は
じ
め
、

諸
行
事
や
授
業
が
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
両

大
学
で
は
対
面
授
業
が
早
期
に
再
開
さ
れ
、

学
生
の
皆
さ
ん
が
対
面
授
業
を
と
お
し
て
、

安
心
し
て
学
び
を
深
め
て
い
け
ま
す
こ
と
、

学
長
・
教
職
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
然

豊
か
な
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
で
学
び
を
深

め
、
出
会
っ
た
学
友
と
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

両
大
学
で
の
学
び
を
通
し
て
、
将
来
の
目
標

に
向
か
い
、
自
分
が
望
む
生
き
方
を
実
現
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
振
興
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
少
し
で

も
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
会
員
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
最
大
限
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
、
こ
れ
ま
で

の
日
常
の
生
活
が
戻
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
感
染
が
拡
大
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
２
０
２
１
年
も
半
分

を
過
ぎ
た
現
在
で
も
我
々
の
日
々
の
暮
ら
し
に
影

を
落
と
し
続
け
て
い
ま
す
。
米
短
・
栄
養
大
は
全

国
的
に
は
比
較
的
早
期
に
対
面
授
業
に
移
行
で
き
、

ま
た
継
続
で
き
て
い
ま
す
が
、
他
県
に
目
を
向
け

れ
ば
２
年
間
に
わ
た
り
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
友

達
が
で
き
な
い
と
い
う
大
学
生
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
賛
否
両
論
が
聞
か
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
で
す
が
、
我
々
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
私
は
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
能
力
は
何
か
、

ま
た
そ
れ
ら
の
能
力
は
ど
の
よ
う
に
育
成
で
き
る

か
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
自
身
の
担
当
す

る
科
目
の
履
修
生
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

あ
く
ま
で
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
の
育
成
」

と
い
う
観
点
の
み
に
は
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
前

の
対
面
授
業
の
み
よ
り
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面

授
業
を
併
用
し
た
２
０
２
０
年
度
の
方
が
諸
能
力

が
伸
長
し
た
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
一

般
化
が
難
し
く
今
後
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
と
は

言
え
、
実
に
意
外
で
す
。

　

あ
く
ま
で
仮
説
で
す
が
、
社
会
で
活
躍
す
る
た

め
の
力
を
伸
ば
す
に
は
「
ど
の
よ
う
に
教
え
る

か
」
は
も
と
よ
り
、「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
」

「
何
を
目
的
に
学
ぶ
の
か
」
と
い
っ
た
視
点
が
重

要
な
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
本
学
で
ど
の
よ
う
な
目
的
意

識
を
も
っ
て
学
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
？
？

米
沢
女
子
短
期
大
学 

国
語
国
文
学
科

准
教
授　

後
藤 

和
也

山
形
県
公
立
大
学
法
人

会 

長
教
育
振
興
会

鈴
木 

裕
美

栄養大の入学式栄養大の入学式
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往 

来

【令和３年度 キャリア支援計画】

学　年

1年次

2年次

3年次

４年次

　

　１　

年　

生

　

　２　

年　

生

テーマ
キャリア支援センター 支援計画

主な個別支援講座 資格取得支援個別相談
キャリア
教育正課内

大学生活
に慣れる
管理栄養
士を職業
として意
識する

◎
求
人
情
報
等
の
情
報
提
供

◎
進
路
に
関
す
る
個
別
相
談
、
履
歴
書
添
削
、
面
接
訓
練
な
ど
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
臨
地
実
習

◆
卒
業
研
究

◆基礎ゼミナール

◆キャリアデザイン

◆管理栄養士導入教育論

 

第1回進路希望調査（10月）

OB・OGの話を聞く会（10月）
教員採用試験対策講座（10月）

キャリア形成ガイダンス 公務員ガイダンス（7月）

公務員試験講座
ガイダンス
（7月）

◎公務員試験講座（知能）
　【短大合同】（2月）

◎公務員試験講座（知能）
　【短大合同】（８月）

◎公務員試験講座（知能）
　【短大合同】（2月）

◎公務員試験講座
　（上級知能）（8月）

◎公務員試験講座
　（上級知識）（2月）

◎公務員試験講座
　（上級直前対策）
　（3月）

　

　

　

◎インターンシップ事前講座（ビジネスマナー講座）
【短大合同】

◎第2回進路希望調査（10月）

◎第3回進路希望調査（10月）

◎就活ワークショップ①（11月）

◎キャリア支援アンケート実施

◎公務員試験　二次試験対策講座

◎公務員試験　二次試験対策講座

◎キャリアガイダンス
　キャリア支援アンケート実施
◎進路ガイダンス

OB・OGの話を聞く会（10月）
教員採用試験対策講座（10月）

◎インターンシップ事前講座（ビジネスマナー講座）
【短大合同】　

OB・OGの話を聞く会（10月）
教員採用試験対策講座（10月）

◎就活ワークショップ②③（1月）
◎3大学合同企業説明会（3月）
◎学内合同企業説明会（3月）

◎面接・ディスカッション練習
◎教員採用試験　模擬試験受験

◎就活ワークショップ①（11月）

◎キャリアガイダンス
　キャリア支援アンケート実施
◎進路ガイダンス

 

 

4月
5月
6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月
12月
1月
2月
3月

大学生活に慣れ、
自分の個性や適性
を考える

進路について
考える

希望進路に向けて
の準備を具体的に
行う

進路情報を集め、
自分で動く

短大生活の仕上げ
（進路の確認と準備）

進路決定時期

自分の進
路につい
て多角的
に考える

希望進路
に向けて
の準備を
具体的に
行う

進路を定
めて自ら
動いて就
職・進学
に結び付
ける

学年 キャリア形成の流れ 月 共　通 就職 志望者向け 公務員 志望者向け 編入学 志望者向け

インターンシップガイダンス

キャリア形成ガイダンス

インターンシップ事前講座
日商PC検定試験①　

インターンシップ参加

インターンシップ参加

キャリセンガイダンス
社会人基礎力講座

ピアヘルパー認定試験
対策勉強会
スーツ着こなし・
メイクアップ講座
ピアヘルパー認定試験

自己分析・PR対策講座
ビジネスマナー講座

日商PC検定試験②

就活ワークショップ
SPI講座
キャリア実践講座（第１～８回）

面接対策講座

キャリアガイダンス
自己分析・PR対策講座
SPI講座

面接訓練①・②
進路相談会
ステップアップトレーニング

グループディスカッション
講座

日商PC検定試験①

就活ワークショップ

ピアヘルパー認定試験対策勉強会
ピアヘルパー認定試験
日商PC検定試験②

キャリセン進路別ガイダンス
（就職）

ＯＧの話を聞く会（就職）

就活支援セミナー
就活対策強化講座①・②

就活スタートガイダンス
自己分析・PR対策講座（再掲）
業界勉強会
就職内定体験報告会

就活ワークショップ（再掲）

三大学合同企業説明会
合同企業説明会貸切バス運行（山形）

面接対策講座（再掲）
面接訓練①・②（再掲）

キャリセン進路別ガイダンス（就職）
自己分析・PR対策講座（再掲）

ハローワーク活用講座
合同企業説明会貸切バス運行（仙台）

就活ワークショップ（再掲）
第２回学内合同企業説明会

公務員ガイダンス

公務員講座（知能）

キャリセン進路別ガイダンス（公務員）
公務員・SPIガイダンス
公務員試験対策勉強会（～１月）全24回
ＯＧの話を聞く会（公務員）
公務員模擬試験
（基礎編①）

公務員合格体験報告会

公務員模擬試験（基礎編②）
公務員講座（知能）
公務員講座（知識）
公務員講座（知識）
公務員講座（知能演習）

キャリセン進路別ガイダンス（公務員）
公務員講座ガイダンス
公務員試験対策勉強会
（～7月）全30回

公務員模擬試験
（実戦編②）  

公務員模擬試験
（実戦編①）    　　　

公務員試験直前ガイダンス
公務員模擬試験
（実戦編③）

公務員講座（知能演習）
公務員講座（直前）
公務員二次試験対策ガイダンス
公務員グループディスカッション講座
公務員二次面接練習

小論文・英語模試
ＯＧの話を聞く会（編入学）

キャリセン進路別ガイダンス
（編入学）

編入学ガイダンス

編入学対策及び新聞活用講座
編入学合格体験報告会①

編入学合格体験報告会②
英語講座（高大連携事業）

キャリセン進路別ガイダンス（編入学）
編入学対策及び新聞活用講座
志望理由書講座・英語講座
・小論文講座

小論文模試（基礎）

小論文模試
（人文・社会科学系）

小論文・英語模試
ＯＧの話を聞く会
（編入学）

編入学面接練習

３月１日広報活動開始

第１回学内合同企業説明会

6月1日
採用選考活動開始

 

 

◆ 山形県立米沢栄養大学

◆ 山形県立米沢女子短期大学

※キャリアカウンセリング、面接訓練、資格取得支援事業は随時受け付けています。

後
期

前
期

後
期

後
期

後
期

前
期

前
期

前
期

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
学
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深

い
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
記
に
掲
げ
る

キ
ャ
リ
ア
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
日
常
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
に
関
す
る
相
談
活
動
、
面
接
練
習
、

各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
座
、

編
入
学
・
公
務
員
試
験
対
策
の
学
習
会
や
模
擬

試
験
等
で
就
職
・
編
入
学
の
支
援
を
行
い
、
学

生
の
希
望
す
る
進
路
が
実
現
す
る
よ
う
お
手
伝

い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
学
生
の
就
職
環
境
が
ひ
っ
迫

し
て
内
定
率
が
落
ち
込
む
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
序
盤
で
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
、
最
終
的
に

短
大
で
は
、
97
・
８
％
、
栄
養
大
で
は
１
０

０
％
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
同
様
対
面

で
の
進
路
支
援
を
軸
と
し
な
が
ら
も
、
コ
ロ
ナ

禍
後
に
多
く
の
企
業
で
導
入
さ
れ
て
い
る
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
採
用
試
験
に
も
対
応
し
た
面
接
練

習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
し
な

が
ら
、
時
代
に
即
応
し
た
就
職
活
動
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
短
大
で
は
、
就
職
・
編
入
学
・
公
務

員
志
望
者
別
に
、
き
め
細
か
く
各
種
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
栄
養
大
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に

管
理
栄
養
士
と
し
て
の
専
門
的
見
地
か
ら
学
生

の
個
別
相
談
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
エ
ン

プ
ロ
イ
メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
人
ひ
と
り
の
顔
が
見
え
る
キ
ャ

リ
ア
支
援
に
心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
要

望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
退
職（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
）

　

教
授（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）山
田 

英
明

　

教
授（
短
大
国
語
国
文
学
科
）馬
場 

重
行

　

教
授（
短
大
社
会
情
報
学
科
）清
水 

浩

　

講
師（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）江
口 

智
美

　

助
手（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
）三
浦 

佳
奈

　

嘱
託　

桑
原 

和
子

　

嘱
託　

青
山 

千
夏

　

嘱
託　

菅
原 

莉
央

　

嘱
託　

木
村 

朱
里

　

教
育
振
興
会
就
職
支
援
員　

宗
川 

孝
子

◎
転
出（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
）

　

事
務
局
長　

佐
藤 

佳
奈
江

　

総
務
企
画
課
長　

浜
田 

憲
人

　

教
務
学
生
課
長　

高
橋 

基
之

　

法
人
企
画
主
査　

境 

幸
子

　

主
査　

佐
藤 

健
矢

◎
新
任（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
）

　

教
授（
短
大
社
会
情
報
学
科
）石
﨑 

毅

　

講
師（
短
大
国
語
国
文
学
科
）今
井 

瞳
良

　

嘱
託　

田
村 

由
紀

　

嘱
託　

谷
川 

七
海

　

嘱
託　

阿
部 

光
柚

　

学
生
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

福
地 

舞
子

　

教
育
振
興
会
書
記　

宮
﨑 

恵
美

◎
転
入（
令
和
三
年
四
月
一
日
付
）

　

事
務
局
長　

佐
々
木 

紀
子

　

総
務
企
画
課
長　

阿
部 

誠

　

法
人
企
画
専
門
員　

齋
藤 

丈
彦

　

法
人
企
画
主
査　

永
峯 

智
子

　

主
任
主
事　

鈴
木 

知
愛

◎
新
任（
令
和
三
年
四
月
十
二
日
付
）

　

嘱
託　

五
十
嵐 

み
ち
る

◎
退
職（
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
付
）

　

嘱
託　

神
田 

静
香

◎
新
任（
令
和
三
年
六
月
一
日
付
）

　

助
手　

船
木 

智

　

栄
養
大
四
十
五
名
、短
大
二
百
四
十

六
名
の
新
入
生
を
迎
え
、新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

栄
養
大
、短
大
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
逞
し
く
沢
山
の

事
に
挑
戦
し
、有
意
義
な
学
生
生
活
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、教
育
振
興
会
の
総
会
は
コ
ロ

ナ
対
策
の
た
め
書
面
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、無
事
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
対
策
を
引
き
続

き
徹
底
し
な
が
ら
、学
生
の
皆
さ
ん
の

未
来
へ
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
教
育
振
興
会
事
務
局
）

一
人
ひ
と
り
の

　
自
己
実
現
に
向
け
て

StartStart Start

全学生共通

試   

験
　

試   

験
　

試   

験
　

英 

語
・
小 

論 

文 

個 

別 

指 

導

参
与（
兼
）

  

副
セ
ン
タ
ー
長

布
施 

信
男
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教
育
振
興
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
米

沢
栄
養
大
学
お
よ
び
米
沢
女
子
短
期
大
学
の
教

育
、
運
営
に
、
ご
理
解
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
入
学
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
徹
底
し
た

感
染
防
止
対
策
を
施
し
た
上
で
、
少
人
数
に
分

散
し
た
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
本
人
は
も

と
よ
り
、
列
席
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
保

護
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は
物
足
り
な
い
も
の
と

な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
新
入

学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
と
直
接
お
会
い
で
き
た

こ
と
は
幸
い
で
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
入
学

式
を
中
止
し
た
二
年
生
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
学
部
共
通
の
授
業
時
間
を
使
っ
て
、
一

年
遅
れ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
入
学
を
歓
迎
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
う
れ
し
い
限
り
で
し
た
。

　

幸
い
、
こ
の
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
も
、
両

大
学
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、
引
き
続
き
順
調

に
推
移
し
て
お
り
、
今
年
も
ま
た
、
ほ
と
ん
ど

の
学
生
が
、
就
職
や
編
入
学
な
ど
、
自
身
の
希

望
に
沿
っ
た
形
で
新
し
い
道
に
進
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
成
果
で

あ
ろ
う
と
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
教
育
振
興

会
の
ご
支
援
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
の
制
限
も
あ
り
、
昨

年
度
末
に
は
、
か
な
り
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン

実
施
に
切
り
替
え
る
な
ど
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
何
と
か
対
面
で
の

授
業
を
続
け
て
き
て
お
り
ま
す
。
何
と
言
っ
て

も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
響
く
学
生
の
皆
さ
ん

の
明
る
い
声
に
、
私
ど
も
も
心
を
励
ま
さ
れ
ま

す
。
感
染
症
対
策
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
こ

れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
病
院
や
介
護
施
設
で
実

習
を
お
こ
な
う
学
生
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
、
全
学
生
・

教
職
員
の
職
域
接
種
を
す
べ
く
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
私
は
昨
年
の

四
月
か
ら
両
大
学
の
学
長
を
拝
命
し
ま
し
た
阿

部
宏
慈
で
す
。
米
沢
女
子
短
期
大
学
は
、
米
沢

に
お
い
て
、
六
十
九
年
の
長
き
に
わ
た
り
人

文
・
社
会
系
の
教
育
研
究
の
実
績
を
重
ね
、
大

き
な
存
在
感
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
的
に

も
数
少
な
い
文
系
の
公
立
女
子
短
期
大
学
と
し

て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

発
展
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

米
沢
栄
養
大
学
は
、
山
形
県
で
唯
一
の
管
理

栄
養
士
養
成
施
設
と
し
て
平
成
二
十
六
年
に
設

立
さ
れ
、
百
七
十
名
を
こ
え
る
卒
業
生
、
三
名

の
修
了
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
健
や
か
で
喜

び
に
満
ち
た
地
域
の
未
来
を
、
栄
養
管
理
の
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
材
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。
優
れ
た
栄
養
管
理
は
、
感
染
症
な
ど
に

も
強
い
健
康
な
社
会
を
作
る
重
要
な
役
割
を
担

う
で
し
ょ
う
。

　

教
育
振
興
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
本
学
の
教
育
活
動
を
温
か
く
見
守
り

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
、
ご
支

援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
私

か
ら
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

入
学
し
て
か
ら
約
三
か
月
た
ち
、

初
め
は
不
安
だ
っ
た
大
学
生
活
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、

入
学
式
ど
こ
ろ
か
対
面
授
業
で
さ
え
、

で
き
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
な
か
で
、

い
く
つ
か
の
制
約
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
ち
ら
も
通
常
通
り
行
え
た
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

入
学
す
る
以
前
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

少
し
違
い
、
大
学
生
活
は
忙
し
く
、

常
に
先
を
見
据
え
な
が
ら
過
ご
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

学
で
の
勉
強
は
、
自
分
か
ら
ど
ん
ど

ん
調
べ
て
深
め
て
い
く
も
の
で
あ
る

と
実
感
し
ま
し
た
。
気
に
な
っ
た
こ

と
は
積
極
的
に
勉
強
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
知
識
や
教
養
を
身
に
つ
け
て
い

き
た
い
で
す
。

　

同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
と
共
に
、

互
い
に
高
め
合
い
な
が
ら
、
栄
養
や

健
康
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
、
こ
の
米
沢
栄
養
大
学
で
大
学

生
活
を
送
れ
る
こ

と
に
改
め
て
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
将

来
、
社
会
貢
献
で

き
る
よ
う
な
管
理

栄
養
士
を
目
指
し
、

日
々
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を

振
る
う
中
、
無
事
入
学
式
を
終
え
、

早
三
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
不
安
も

沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
仲
間

た
ち
と
出
会
い
、
対
面
授
業
で
学
べ

る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
大
学
の
生
活
に
も
慣
れ
始

め
、
慌
た
だ
し
く
も
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
は
多
少
不

自
由
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
学
校

で
直
接
学
べ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
一

日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

そ
の
中
で
私
は
学
芸
員
の
資
格
取

得
を
一
つ
の
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
必
要
な
知
識
や
教
養

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
精
一
杯
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
過

程
で
学
び
得
た
様
々
な
こ
と
を
次
の

世
代
に
繋
げ
て
地
元
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
二
年
間
の
大
学
生
活
の

中
で
、
自
分
の
引
き
出
し
を
増
や
し

成
長
し
て
い
く
た
め
に
も
様
々
な
人

と
関
わ
り
、
積
極
的
に
地
域
の
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
参
加
し
て

経
験
を
積
ん
だ
り
、
苦
手
な
分
野
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
米
短
で

の
学
生
生
活
を
楽
し
み
、
仲
間
た
ち

と
刺
激
し
合
い
な
が
ら
励
ん
で
い
き

た
い
で
す
。
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

社
会
人
を
目
指
し
て
。

学
長
あ
い
さ
つ

学
長
あ
い
さ
つ

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

学
長　

阿
部 

宏
慈

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学

健
康
栄
養
学
部 

健
康
栄
養
学
科

一
年
　
佐
藤 

舞
子

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

日
本
史
学
科

一
年
　
鈴
木 

彬
生

年
三
和
令

度
総 

会 

報 

告

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

対
策
の
た
め
、
令
和
三
年
度
通
常
総
会
は

書
面
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
代
議
員
の

方
々
に
審
議
を
戴
き
、
次
の
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

 

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
、
例

年
総
会
終
了
後
に
開
催
す
る
懇
談
会
を
見

送
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
本

会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

一
．
令
和
二
年
度
事
業
実
績
及
び
収
支

　
　
決
算
に
つ
い
て

　
　

表
１
〜
５
の
と
お
り
、
令
和
二
年
度

　

事
業
実
績
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
承

　

認
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
令
和
三
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

　
　
予
算
に
つ
い
て

　
　

令
和
三
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

　

算
に
つ
い
て
、
表
６
〜
10
の
と
お
り
、

　

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
．
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

江
口
康
祐
会
長
が
退
任
さ
れ
、
鈴
木

　

裕
美
新
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
令

　

和
三
年
度
の
新
役
員
並
び
に
代
議
員
の

　

方
々
は
上
記
の
通
り
で
す
。

四
．
顧
問
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

本
会
顧
問
と
し
て
次
の
方
が
選
任
さ

　

れ
ま
し
た
。

　

鈴
木　

敏
洋
さ
ん

　
（
令
和
元
年
度
本
会
会
長
）

　

江
口　

康
祐
さ
ん

　
（
令
和
二
年
度
本
会
会
長
）

五
．
寄
付
に
つ
い
て

　
　

令
和
二
年
度
の
図
書
整
備
拡
充
費
に

　

よ
り
購
入
し
た
図
書
（
五
百
九
十
六
冊
）

　

を
法
人
に
寄
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提

　

案
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

度
年
三
和
令

 

簿
名
員
議
代
・
員
役
会
本

 

）
略
称
敬
（

会
　
長

鈴
木　

裕
美（
２
年
保
護
者
）

副
会
長

濱
田　

明
孝（
１
年
保
護
者
）

石
黒　

龍
実（
１
年
保
護
者
）

髙
橋　

永
行（
図
書
館
長
）

理
　
事

戎
谷　

祐
一（
４
年
保
護
者
）

宮
本　

秀
行（
３
年
保
護
者
）

新
野　

繁
実（
２
年
保
護
者
）

鈴
木　

敏
洋（
２
年
保
護
者
）

梅
津　

敏
也（
２
年
保
護
者
）

山
口
佐
紀
恵（
１
年
保
護
者
）

小
幡　
　

純（
１
年
保
護
者
）

金
光　

秀
子

（
栄
養
大
学
生
部
長 

兼 

栄
養
大

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

松
井　

真
人

（
米
短
学
生
部
長 

兼 

米
短
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

佐
々
木
紀
子（
事
務
局
長
）

監
　
事

冨
樫　

圭
子（
２
年
保
護
者
）

鈴
木　

芳
之（
１
年
保
護
者
）

阿
部　

隆
夫

（
米
短
英
語
英
文
学
科
長
）

代
議
員

佐
藤　

訓
夫（
４
年
保
護
者
）

佐
藤　

由
治（
４
年
保
護
者
）

白
田　

和
美（
３
年
保
護
者
）

曽
根
原
良
一（
３
年
保
護
者
）

折
原　

俊
文（
２
年
保
護
者
）

和
賀　

育
栄（
２
年
保
護
者
）

上
野
ま
ゆ
み（
２
年
保
護
者
）

丸
山　

貴
史（
２
年
保
護
者
）

佐
藤　

朝
香（
２
年
保
護
者
）

長
谷
川　

岳（
２
年
保
護
者
）

渡
部
裕
美
子（
２
年
保
護
者
）

渋
谷
佐
智
雄（
２
年
保
護
者
）

若
松　

岩
雄（
２
年
保
護
者
）

須
貝　
　

武（
２
年
保
護
者
）

峯
田　

久
子（
２
年
保
護
者
）

菅
原　
　

洋（
２
年
保
護
者
）

渡
部　
　

裕（
２
年
保
護
者
）

鈴
木　

洋
子（
１
年
保
護
者
）

峯
田　

雄
篤（
１
年
保
護
者
）

安
部　

恵
子（
１
年
保
護
者
）

橋
本　

陽
子（
１
年
保
護
者
）

鏡　
　

靖
宏（
１
年
保
護
者
）

尾
形　

美
雪（
１
年
保
護
者
）

紺
野
嘉
代
子（
１
年
保
護
者
）

五
十
嵐
裕
一（
１
年
保
護
者
）

庄
司　

早
織（
１
年
保
護
者
）

鈴
木
て
る
み（
１
年
保
護
者
）

髙
橋　

寛
之（
１
年
保
護
者
）

蒔
苗
あ
ゆ
香（
１
年
保
護
者
）

瀧
澤　

祐
二（
１
年
保
護
者
）

大
和
田
浩
子

（
栄
養
大
健
康
栄
養
学
部
長
）

薗
部　

寿
樹

（
米
短
副
学
長
）

佐
々
木
紀
一

（
米
短
国
語
国
文
学
科
長
）

吉
田　

歓

（
米
短
日
本
史
学
科
長
）

亀
ヶ
谷
雅
彦

（
米
短
社
会
情
報
学
科
長
）

幹
　
事

菊
川　

和
宏（
事
務
局
員
）

会
　
計

阿
部　
　

誠（
事
務
局
員
）

 

　

令和２年度 山形県公立大学法人教育振興会 事業実績報告
 

 

１. 事業等
（1)　就職・編入学支援関係事業
　　①就職支援員の配置（栄養大・米短大生の就職相談・支援等）
　　②就職・編入学対策講座等の開設支援（講師謝金等の負担）

　　③その他
　　　・就職・編入学支援関連図書の購入
　　　・管理栄養士国家試験対策関連書籍の購入

（2）学生への助成
　　①公務員模試受験料への助成（助成額800円／人（受験料1,800円)）
　　②全国大会・東北大会参加に係る経費（旅費）への助成　
　　③学生の資格取得への助成

（3）オープンキャンパスの支援
　　①サポート学生への謝礼等の支出
　　　WEBオープンキャンパス（サポート学生９名）

（4）教育振興会会報の発行
　　第1号（8/1）、第2号（10/1）、第3号（1/20）、第4号（3/10）

（5)　図書の購入、施設整備
　　①図書・雑誌（学生希望）の購入
　　②施設整備
　　・学生食堂入り口 自動ドア設置

（6)　その他
　　①学生相談業務（臨床心理士の配置）
　　②携帯用防犯ブザーの入学者への配布
　　③学生教育研究災害保険付帯賠償責任保険への加入
　　④米沢市市民バス等回数券の助成
　　　１セット2,000円（200円券×10枚）当たり、500円助成（１／４）
　　⑤広報事業（新聞への大学のPR広告掲載）
　　※学生自治会への助成（吾妻祭実施経費）は大学祭中止のため実施せず。

２. 会議等
（1)　理事会・総会
　　　日　　時　令和２年６月30日㈫
　　　場　　所　書面開催
　　　協議事項　令和元年度事業実績報告及び収支決算(案)
　　　　　　　　令和２年事業計画（案）及び収支予算（案）
　　　　　　　　理事及び監事の選任
　　　　　　　　顧問の選任
　　　　　　　　寄付について
　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染症の状況により、入学式を中止
　　　　　　　　　したため、当該時に実施している入会式も中止し、理事
　　　　　　　　　会・総会は書面開催とした。

実施月

令和２年５月

６月
７月
８月

９月

10月

11月

令和３年１月
２月

講　座　等　名
キャリア形成ガイダンス、面接対策講座、模擬面接訓練（以降、
随時実施）、編入試験対策講座、編入学英語・小論文対策講座
（～翌1月まで毎月）、前期公務員勉強会（～７月まで毎月）

就活ワークショップ、先輩の話を聞く会（就職・公務員）、公
務員面接練習、後期公務員勉強会（～12月まで毎月）
社会人基礎力講座、就活対策強化講座（～12月まで全３回）、
公務員模試

編入学志望理由書講座、小論文模試
英語・小論文模試、先輩の話を聞く会（編入学）、公務員模試
インターンシップ事前講座、就活リスタート講座
編入学面接練習、グループディスカッション講座（公務員）

内定（合格）体験報告会、公務員模試
就活ワークショップ

※一部法人予算を含む

表１



４

令和３年８月１日発行

令
和
２
年
度
 山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
一
般
会
計
収
支
決
算

表
２

〈
収
入
の
部
〉

〈
収
入
の
部
〉

大
科
目

会
　
　
　
　
費

15,375,000
7,550,000

7,825,000
640,000
2,033,098

902
18,049,000

15,355,000
7,530,000

7,825,000
695,106
2,033,09884
18,083,288

△
 20,000

△
 20,0000
55,1060
△
 818
34,288

栄
養
大
（
1～
4年
）：

　
＠
10,000×

170名
　

短
大
（
1、
2年
）：

　
＠
10,000×

583名

@
25,000×

313名
（
栄
42、
短
271）

職
員
の
保
険
料
個
人
負
担
分

R1年
度
か
ら
の
繰
越
金

預
金
利
子
等

会
　
　
　
　
費

入
　
会
　
金

小
科
目

予
算
額

決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

単
位
：
円

保
険

料
前

年
度

繰
越

金
諸

収
入

合
　
　
　
計

〈
支
出
の
部
〉

大
科
目

3,500,000
50,000

2,800,000
20,000
30,000
450,000
150,000

10,300,000
6,400,000
1,200,000
800,000

1,900,000

350,000
150,000
200,000
300,000
100,000
200,000
3,499,000
100,000
100,000

18,049,000

3,283,437
10,080

2,766,842
2,000
3,300
434,691
66,524

7,825,024
5,764,365
948,5870

1,112,072

20,180
20,1800
135,650
18,000
117,650
3,499,00000
14,763,291

△
 216,563
△
 39,920
△
 33,158

△
 18,000
△
 26,700
△
 15,309

△
 83,476

△
 2,474,976
△
 635,635

△
 251,413

△
 800,000

△
 787,928

△
 329,820

△
 129,820

△
 200,000

△
 164,350
△
 82,000

△
 82,3500

△
 100,000
△
 100,000

△
 3,285,709

総
会
・
理
事
会
等

職
員
（
書
記
）
賃
金
等

総
会
出
席
旅
費
等

会
報
の
発
行
及
び
郵
送
料

諸
会
議
負
担
金
、
振
込
手
数
料
等

キ
ャ
リ
ア
支
援
講
座
、
就
職
支
援
員
の
配
置
等

賠
償
責
任
保
険
、
実
習
関
係
助
成
等

大
学
祭
へ
の
助
成

選
手
参
加
旅
費

体
育
連
盟
費
負
担

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
支
援

学
園
都
市
推
進
協
議
会
、
広
告
料
等

小
科
目

予
算
額

決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

大
科
目

小
科
目

予
算
額

決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

単
位
：
円

単
位
：
円

会
議

費
職

員
費

旅
費

需
用

費
会
報
発
行
費

総
務
諸
費

進
路
指
導
費

教
務
補
導
費

学
生
自
治
会
費

教
育
振
興
諸
費

総
体
参
加
費

総
体
参
加
諸
費

入
試
等
支
援

広
報
・
公
聴
支
援

特
別
会
計
繰
出
金

予
備

費

運
営
総
務
費

教
育
振
興
費

体
育
協
力
費

大学活性化対策支援費

特
別
会
計
繰
出
金

予
備

費

合
　
　
　
計

（
収
入
合
計
）
－
（
支
出
合
計
）
18,083,288円

－
14,763,291円

＝
3,319,997円

（
令
和
３
年
度
へ
繰
越
）

表
３

令
和
２
年
度
 山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
特
別
会
計（
積
立
金
）収
支
決
算
書

令
和
２
年
度
 山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
特
別
会
計（
施
設
拡
充
費
）収
支
決
算
 
 単
位
：
円

表
４

 令
和
２
年
度
 山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
 奨
学
金
貸
付
特
別
会
計
収
支
決
算
単
位
：
円

表
５

施
設
拡
充
費

繰
入

金

繰
越

金

諸
収

入

施
設
拡
充
費

一
般
会
計
繰
入
金

積
立
金
繰
入
金

前
年
度
繰
越
金

雑
入

金

3,550,000

3,550,000

5,117,000
3,499,000
1,618,000
611,828
611,828
172
172

9,279,000

3,550,000

3,550,000

3,499,000
3,499,0000
611,828
611,8281717
7,660,845

00

△
 1,618,0000
△
 1,618,00000
△
 155
△
 155

△
 1,618,155

短
大
施
設
拡
充
寄
附
金
＠
10,000×

271名
栄
大
施
設
拡
充
寄
附
金
＠
20,000×

42名

　元
年
度
か
ら
の
繰
越
金

預
金
利
子
等

〈
支
出
の
部
〉

大
科
目

小
科
目

予
算
額

決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

単
位
：
円

大
学
整
備
費

積
立

金
予

備
費

整
備
拡
充
費

環
境
整
備
費

図
書
整
備
拡
充
費

記念資料室整備充実費
積

立
金

予
備

費

8,279,000
1,400,000
1,450,000
4,929,000
500,0000
100,000
100,000
9,279,000

7,203,157
1,320,880
1,071,668
4,314,011
496,5980
148,574
148,574
7,351,731

△
 1,075,843
△
 79,120

△
 378,332
△
 614,989
△
 3,4020

△
 851,426
△
 851,426

△
 1,927,269

学
生
食
堂
入
り
口
自
動
ド
ア
設
置
工
事

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
リ
ー
ス

学
内
樹
木
雪
囲
い
等

学
生
希
望
図
書
購
入
等

資
料
整
理
、
消
耗
品
購
入
等

合
　
　
　
計

合
　
　
　
計

〈
収
入
の
部
〉

大
科
目

小
科
目

予
算
額

決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

繰
入

金

繰
越

金

貸
付
金
回
収
収
入

繰
入

金

前
年
度
繰
越
金

奨
学
金
回
収
収
入

00
4,497,630
4,497,63000
4,497,630

00
4,497,630
4,497,63000
4,497,630

0000000

元
年
度
か
ら
の
繰
越
金

合
　
　
　
計

単
位
：
円

〈
支
出
の
部
〉

大
科
目

小
科
目

予
算
額

決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

貸
付

金

事
務

費

予
備

費

奨
学
金
貸
付
金

事
務

費

予
備

費

3,600,000
3,600,000
300,000
300,000
597,630
597,630
4,497,630

0000000

△
 3,600,000
△
 3,600,000
△
 300,000
△
 300,000
△
 597,630
△
 597,630

△
 4,497,630

合
　
　
　
計

（
収
入
合
計
）
－
（
支
出
合
計
）
7,660,845円

－
7,351,731円

＝
309,114円

（
令
和
３
年
度
へ
繰
越
）

（
収
入
合
計
）
－
（
支
出
合
計
）
4,497,630円

－
0円
＝
4,497,630円

（
令
和
３
年
度
へ
繰
越
）

科
目

期
首
残
高

期
中
積
立
額

期
中
取
崩
額

期
末
残
高

摘
　
　
　
要

積
　
立
　

12,410,567
12,410,567

0
12,411,585

市
内
の
金
融
機
関
４
行
に
定
期
預
金
と
し
て
預
入

監
　
査
　
報
　
告
　
書

　
令
和
２
年
度
山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
の
会
計
監
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
業
務
、
帳
簿
、
証
拠
書
類
等
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
16日

山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会

新
規
積
立

0円
利
息

1,018円

※
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
大
学
祭
中
止

卒
業
記
念
品
関
係
、
バ
ス
回
数
券
購
入
助
成
等

※
予
算
比
減
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
事
業
縮
小
の
縮
小
等
に
伴
う
も
の

５

教 育 振 興 会 会 報（通巻第170号）

令
和
３
年
度
 山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
 一
般
会
計
収
支
予
算

表
７

〈
収
入
の
部
〉

大
科
目

14,205,000
6,930,000

7,275,000
640,000
3,319,9973
18,165,000

15,375,000
7,550,000

7,825,000
640,000
2,033,098

902
18,049,000

△
 1,170,000
△
 620,000

△
 550,0000
1,286,899
△
 899

116,000

@
10,000×

173名
（
栄
養
大
）

@
10,000×

520名
（
短
大
）

@
25,000×

291名
（
栄
45・
短
246）

※
入
学
生
の
み

職
員
の
保
険
料
個
人
負
担
分

２
年
度
か
ら
の
繰
越
金

預
金
利
子
等

小
科
目

本
年
度
予
算
額

前
年
度
決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

単
位
：
円

保
険

料
前

年
度

繰
越

金
諸

収
入

令
和
３
年
度
 山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
　
事
業
計
画

表
６

１
．
事
業
等

⑴
就
職
・
編
入
学
支
援
関
係
事
業

　
　
・
就
職
支
援
員
の
配
置

　
　
・
就
職
・
編
入
学
対
策
講
座
等
の
開
設
支
援
（
講
座
の
講
師
謝
金

　
　
　
負
担
等
）

　
　
・
就
職
・
編
入
学
、
国
家
試
験
（
管
理
栄
養
士
）
関
連
図
書
の
購
入

⑵
学
生
へ
の
助
成

　
　
・
各
種
試
験
（
公
務
員
模
試
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
模
試
）

　
　
　
の
受
験
経
費
へ
の
助
成

　
　
・ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
全
国
・
東
北
）
へ
の
参
加
経
費
へ
の
助
成

⑶
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
へ
の
支
援

　
　
・
短
期
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
７
月
17日

㈯
及
び
８
月
１
日
㈰

　
　
・
栄
養
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
８
月
７
日
㈯
及
び
８
月
８
日
㈰

　
　
※
事
前
申
込
制
（
人
数
限
定
）、
学
科
別
の
実
施
、
実
施
内
容
の
厳

　
　
　
選
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、マ
ス
ク
着
用
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
　
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
実
施
予
定
。

⑷
教
育
振
興
会
会
報
の
発
行
　
　
年
４
回
発
行

⑸
図
書
等
の
購
入
、
環
境
整
備
拡
充

　
　
①
学
生
及
び
学
科
の
希
望
す
る
図
書
の
購
入

　
　
②
学
生
の
教
育
環
境
や
学
生
生
活
の
充
実
に
必
要
な
施
設
等
の
整
備

　
　
　
・
学
生
用
印
刷
機
の
更
新
、
教
室
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
更
新

　
　
　
・
学
内
樹
木
の
管
理
　
　
等

⑹
広
報
事
業
　
　
新
聞
等
へ
の
大
学
の
P
R
広
告
掲
載
を
実
施
　
な
ど

⑺
そ
の
他

　
　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
（
消
毒
液
の
確
保
等
）

　
　
②
入
学
者
へ
の
携
帯
用
防
犯
ブ
ザ
ー
等
の
配
布

　
　
③
学
生
教
育
研
究
災
害
保
険
付
帯
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入

　
　
④
米
沢
市
市
民
バ
ス
等
回
数
券
の
助
成

　
　
⑤
東
北
地
区
大
学
体
育
連
盟
へ
の
加
盟
（
負
担
金
支
出
）

　
　
⑥
学
生
自
治
会
へ
の
助
成
（
吾
妻
祭
）

２
．
会
議
等

・
理
事
会
・
総
会
の
開
催
（
書
面
）

　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
入
学
式
を
簡
略
化

　
　
し
て
開
催
（
学
生
の
み
参
加
）
し
た
こ
と
か
ら
、
通
常
入
学
式
時
に

　
　
実
施
し
て
い
る
入
会
式
は
中
止
。

会
費
会

費

入
会

金

合
　
　
　
計

〈
支
出
の
部
〉

大
科
目

3,350,000
50,000

2,650,000
20,000
30,000
450,000
150,000

10,300,000
6,400,000
1,200,000
800,000
1,900,000
300,000
100,000
200,000
250,000
50,000
200,000
3,865,0000
100,000
100,000

18,165,000

3,500,000
50,000

2,800,000
20,000
30,000
450,000
150,000

10,300,000
6,400,000
1,200,000
800,000
1,900,000
350,000
150,000
200,000
300,000
100,000
200,000
3,499,0000
100,000
100,000

18,049,000

△
 150,0000
△
 150,000000000000
△
 50,000
△
 50,0000
△
 50,000
△
 50,0000
366,000000
116,000

総
会
・
理
事
会
等

書
記
賃
金
等

会
議
等

事
務
用
品
、
印
刷
経
費
等

会
報
の
発
行
及
び
郵
送
料

諸
会
議
負
担
金
、
振
込
手
数
料
等

就
職
支
援
員
の
配
置
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
講
座
等

学
生
の
保
険
加
入
、
学
生
相
談
経
費
等

自
治
会
活
動
（
大
学
祭
）
補
助

入
学
・
卒
業
式
等
支
援
、
バ
ス
回
数
券
助
成
等

参
加
料
・
選
手
参
加
旅
費

東
北
地
区
体
育
連
盟
費
等

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
支
援
等

学
園
都
市
推
進
、
広
告
掲
載
等

小
科
目

本
年
度
予
算
額

前
年
度
決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

単
位
：
円

運
営
総
務
費

教
育
振
興
費

体
育
協
力
費

大学活性化対策支援費

特
別
会
計
繰
出
金

奨学金貸付特別会計繰出
予

備
費

会
議

費
職

員
費

旅
費

需
用

費
会
報
発
行
費

総
務
諸
費

進
路
指
導
費

教
務
補
導
費

学
生
自
治
会
費

教
育
振
興
諸
費

総
体
参
加
費

総
体
参
加
諸
費

入
試
支
援

公
聴
・
広
報
支
援

特
別
会
計
繰
出
金

予
備

費
合
　
　
　
計

〈
収
入
の
部
〉

大
科
目

小
科
目

本
年
度
予
算
額

前
年
度
決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

令
和
３
年
度
 山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
 特
別
会
計（
施
設
拡
充
費
）収
支
予
算
単
位
：
円

表
８

施
設
拡
充
費

繰
入

金

繰
越

金

諸
収

入

施
設
拡
充
費

一
般
会
計
繰
入
金

積
立
金
繰
入
金

前
年
度
繰
越
金

雑
入

金

3,360,000

3,360,000
4,709,000
3,865,000
844,000
309,114
309,114
886
886

8,379,000

3,550,000

3,550,000
5,117,000
3,499,000
1,618,000
611,828
611,828
172
172

9,279,000

△
 190,000

△
 190,000
△
 408,000
366,000

△
 774,000
△
 302,714
△
 302,714

714
714

△
 900,000

＠
20,000×

45名
（
栄
養
大
）

＠
10,000×

246名
（
短
大
）

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越
金

預
金
利
子
等

合
　
　
　
計

〈
支
出
の
部
〉

大
科
目

小
科
目

本
年
度
予
算
額

前
年
度
決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

単
位
：
円

大
学
整
備
費

積
立

金
予

備
費

整
備
拡
充
費

環
境
整
備
費

図
書
整
備
拡
充
費

記念資料室整備充実費
積

立
金

予
備

費

7,879,000
1,000,000
1,450,000
4,929,000
500,0000
500,000
500,000
8,379,000

8,279,000
1,400,000
1,450,000
4,929,000
500,0000
1,000,000
1,000,000
9,279,000

△
 400,000
△
 400,0000000
△
 500,000
△
 500,000
△
 900,000

学
生
用
コ
ピ
ー
機
、教
室
の
プ
ロ
ジ
ェ
クタ
ー
の
更
新

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
リ
ー
ス
学
内
樹
木
雪
囲
い
等

学
生
希
望
図
書
、
電
子
書
籍
等

企
画
展
運
営
及
び
資
料
整
理
経
費
等

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
経
費
等

合
　
　
　
計

令
和
３
年
度
 山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
 特
別
会
計（
積
立
金
）収
支
予
算
単
位
：
円

表
９

令
和
３
年
度
 山
形
県
公
立
大
学
法
人
教
育
振
興
会
 奨
学
金
貸
付
特
別
会
計
収
支
予
算
単
位
：
円

表
10

〈
収
入
の
部
〉

大
科
目

小
科
目

本
年
度
予
算
額

前
年
度
決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

繰
入

金

繰
越

金

貸
付
金
回
収
収
入

繰
入

金

前
年
度
繰
越
金

奨
学
金
回
収
収
入

00
4,497,630
4,497,63000
4,497,630

00
4,497,630
4,497,63000
4,497,630

0000000

令
和
2年
度
か
ら
の
繰
越
金

合
　
　
　
計

科
目

期
首
残
高

期
中
積
立
額

期
中
取
崩
額

期
末
残
高

摘
　
　
　
要

積
　
立
　
金
　

12,411,585
0

844,000
11,567,585

市
内
の
金
融
機
関
４
行
に
定
期
預
金
と
し
て
預
入

（
利
息
分
の
歳
入
を
計
上
）

単
位
：
円

〈
支
出
の
部
〉

大
科
目

小
科
目

本
年
度
予
算
額

前
年
度
決
算
額

増
減

摘
　
　
　
要

貸
付

金

事
務

費

予
備

費

奨
学
金
貸
付
金

事
務

費

予
備

費

3,600,000
3,600,000
300,000
300,000
597,630
597,630
4,497,630

3,600,000
3,600,000
300,000
300,000
597,630
597,630
4,497,630

0000000

60万
円（
限
度
額
）×
６
名

切
手
、
郵
送
料
等

合
　
　
　
計
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多
く
の
方
々
か
ら
2.8
ト
ン
を
超

え
る
食
品
や
日
用
品
の
支
援
を
頂

き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
食
品
は
お
米
、
パ
ス

タ
類
、
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な

ど
長
期
間
保
管
が
可
能
な
も
の
が

多
く
、
学
生
た
ち
も
大
喜
び
で
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
為
に
、
様
々
な
場
面
で

活
動
を
自
粛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
学
生
た
ち
。
帰
省
や
ア
ル
バ
イ

ト
も
ま
ま
な
ら
ず
、
経
済
的
に
も

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
地
域
の
皆
様
の
あ
た
た

か
い
支
援
に
、
学
生
た
ち
か
ら
の

「
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
！
」
の

多
数
の
声
と
共
に
、
不
安
が
和
ら

い
だ
の
か
笑
顔
も
た
く
さ
ん
増
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
、
学
生

た
ち
の
心
も
と
て
も
あ
た
た
ま
っ

た
事
と
思
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

こ
の
三
月
を
も
ち
ま
し
て
、
二
十
五
年
間
お
世
話
に
な
っ

た
米
短
を
定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。
文
字
通
り
浅
学
菲
才
の

老
生
が
、
何
と
か
無
事
定
年
ま
で
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
と
衷

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ひ
た
む
き
に
学
ぶ
学
生
の
多
い
米
短
の
講
義
は
、
と
て
も

充
実
し
て
い
て
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
教
員
の
方
々
に
は
、

時
に
は
嫌
な
事
を
申
し
た
り
不
愉
快
な
目
に
遭
わ
せ
た
り
し

た
も
の
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
致
し

ま
す
。
事
務
職
員
の
皆
様
に
も
同
様
の
謝
罪
を
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
力
不
足
で
本
当
に
ご
迷
惑
を
多
く
お
か
け
し

て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。「
教
育
振
興
会
」「
さ
わ
ら
び
会
」

に
は
何
か
と
お
世
話
を
頂
き
お
礼
申
し
ま
す
。
長
年
お
昼
に

お
世
話
に
な
っ
た
学
食
の
方
や
、
い
つ
も
学
内
を
き
れ
い
に

し
て
下
さ
っ
て
い
る
清
掃
の
方
に
も
お
礼
を
申
し
ま
す
。

　

い
ざ
去
る
と
な
る
と
あ
れ
も
こ
れ
も
申
し
上
げ
た
い
よ
う

な
、
し
か
し
、
何
も
言
葉
が
出
て
こ
な
い
よ
う
な
、
何
と
も

言
い
難
い
妙
な
感
じ
が
致
し
ま
す
。
　

最
終
講
義
で
は
こ
の

小
説
に
つ
い
て
語
ろ
う
、

陽
々
会
で
は
こ
ん
な
挨

拶
を
し
よ
う
等
々
、
密

か
に
目
論
ん
だ
全
て
が

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
霧

消
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
ま
た
あ
る
意
味
で
思

い
出
と
な
る
も
の
と
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
誠
に
多

事
多
彩
な
米
短
生
活
を

送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

万
感
の
思
い
を
込
め
て

お
礼
申
し
上
げ
、
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

フードバンクによる
学生への支援

退
任
の
ご
挨
拶

馬
場
重
行

国
語
国
文
学
科

 
 

コロナ禍での学生生活 ～１年生担任より～

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、学
生
生
活

に
慣
れ
て
き
た
頃
で
し
ょ
う
か
。大
学

は
、高
校
以
前
と
は
違
っ
て
、受
講
す

る
科
目
の
選
択
を
は
じ
め
、自
分
で

主
体
的
に
決
め
て
い
く
こ
と
が
多
く

て
戸
惑
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。し
か
し
、勉
強
し
た
い
こ
と

を
自
分
で
ど
ん
ど
ん
で
き
る
の
が
、大

学
の
本
来
の
姿
で
し
た
。短
大
は
二
年

間
で
す
が
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
二
年
目
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、本
学
は
、何

と
か
年
度
初
め
か
ら
対
面
授
業
を
行

って
き
ま
し
た
。二
年
生
の
皆
さ
ん
は
、

昨
年
度
前
期
の
途
中
ま
で
遠
隔
授
業

で
し
た
の
で
、対
面
授
業
と
遠
隔
授

業
の
両
方
を
体
験
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。両
者
を
比
べ
て
ど
う
感
じ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。人
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ

方
は
違
う
の
で
、一
概
に
は
言
え
ま
せ

ん
。新
入
生
は
、対
面
授
業
を
受
け
て

き
て
い
ま
す
が
、ど
う
で
し
ょ
う
か
。

昔
の
人
間
か
ら
す
る
と
授
業
は
対
面

で
な
い
と
ダ
メ
だ
と
感
じ
ま
す
が
、も

う
21
世
紀
に
入
っ
て
だ
い
ぶ
経
ち
ま

す
。こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
の
時
代
で
す
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

と
分
か
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、２
０

２
１
年
度
四
月
入
学
の
皆
さ
ん
は
あ

る
程
度
の
準
備
や
心
構
え
の
も
と
、

学
校
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

基
本
的
に
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
を

守
り
な
が
ら
、と
い
う
か
不
自
由
さ

を
感
じ
る
こ
と
な
く
自
然
体
で
楽
し

そ
う
に
大
学
の
中
で
過
ご
し
て
い
る

姿
を
見
な
が
ら
、教
職
員
一
同
、安
心

し
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
大
き
な
力

を
受
け
ま
す
。今
後
も
充
実
し
た
大

学
生
活
は
間
違
い
な
い
と
確
信
し
て

い
ま
す

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
れ
ま
で
当
た
り

前
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。不
自
由
な
生
活
を
一
年

以
上
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、で
き
な

い
こ
と
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
い
て
も

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。学
生
さ
ん
た

ち
は
外
で
の
会
食
な
ど
を
控
え
て
い

る
分
、家
で
料
理
に
挑
戦
し
て
い
る
よ

う
で
す
。先
日
は

あ
る
男
子
学
生
か

ら「
市
販
の
素
を

使
わ
ず
に
回
鍋
肉

を
作
って
み
た
！
」

な
ど
と
い
う
話
を

聞
き
、将
来
が
頼

も
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。知
恵
と
工

夫
で
、充
実
し
た

生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
と
願
って
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
入
学
式（
学
科
毎
の
開

催
）か
ら
対
面
で
行
う
こ
と
が
で
き
て

い
る
。「
初
対
面
」が
直
か
画
面
越
し

か
で
や
は
り
違
う
よ
う
に
思
う
。昨

年
度
も
今
年
度
も
感
染
予
防
に
努

め
な
が
ら
、授
業
内
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
等
を
行
っ
た
が
、初
め
か
ら
対
面
で

授
業
を
し
た
方
は
よ
そ
よ
そ
し
さ
が

少
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。普
段
か
ら

直
接
交
流
が
な
く
と
も
、近
く
に
仲

間
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。今
後
は
対
面
で

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
土
台
を
築
い

た
上
で
、リ
モ
ー
ト
の
利
点
を
生
か
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

今
年
入
学
し
た一年
生
に
コ
ロ
ナ
禍

で
の
学
生
生
活
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
対
面
授
業
な
の
で
、コ
ロ
ナ
禍
を
さ

ほ
ど
意
識
せ
ず
に
す
む
。あ
り
が
た

い
。」「
サ
ー
ク
ル
活
動
は
し
て
い
な
い

の
で
、あ
と
は
下
宿
に
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

し
て
い
る
。」幸
い
対
面
授
業
が
で
き

て
い
る
事
、こ
れ
に
は
学
生
自
身
の
努

力
も
大
い
に
影
響
し
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。本
当
は
サ
ー
ク
ル
活
動
も

充
実
さ
せ

て
ほ
し
い
け

れ
ど
も
！

真
面
目
に

自
分
を
律

す
る
学
生

の
頑
張
り

が
報
わ
れ

る
日
が
早

く
来
て
ほ

し
い
と
切
実

に
願
い
ま
す
。

　

多
く
の
大
学
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
の
実
施
を
め
ぐ

って
試
行
錯
誤
す
る
中
、本
学
で
は
幸

い
に
も
対
面
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。感
染
症
対
策
の
た

め
に
学
生
生
活
に
あ
る
程
度
の
制
約

が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
に
あ
って
、大
学
と
い
う「
場
」を
共

有
で
き
る
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

唯
一の
難
点
は
、教
員
も
学
生
も
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
た
め
、お
互
い
の
表

情
を
読
み
取
る
の
が
難
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
か
。わ
た
し
た
ち
の
意
思
疎

通
に
と
っ
て
、表
情
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。英
語
学
習
の
観
点
か
ら
言
っ

て
も
、マ
ス
ク
を
し
て
発
音
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
の
練
習
を
す
る
こ
と
に
は

困
難
が
伴
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
大
切
な
こ
と

は
、言
葉
を
尽
く
し
て
自
ら
の
考
え

を
丁
寧
に
説
明
し
、他
者
を
理
解
し

よ
う
と
努
め
る
姿
勢
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
が
米
沢
の
穏
や

か
な
時
間
の
中
で
楽
し
み
な
が
ら
英

語
を
学
び
、新
た
な
視
野
か
ら
物
事

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
って
い
ま
す
。

未
来
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い

教
授  

吉
田 

歓

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
　

日
本
史
学
科

　

流
れ
ゆ
く
時
間
の
中
に
突
如
と
し

て
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
。そ
の
影
響
は
何
人
も

計
り
知
れ
る
も
の
で
は
な
く
、我
々
が

置
か
れ
た
状
況
は
未
だ
不
安
定
な
ま

ま
で
あ
る
。だ
が
、そ
の
よ
う
な
状
況

下
で
あ
っ
て
も
如
何
な
る
組
織
活
動

の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る

こ
と
な
く
、本
学
に
お
か
れ
て
は
近
辺

の
感
染
者
数
の
尠
い
こ
と
を
訳
と
し

て
対
面
形
式
の
講
義
を
提
供
さ
れ
て

い
る
。よ
ろ
し
い
。と
こ
ろ
で
、先
日
、あ

る
教
員
の
方
か
ら
菓
子
を
い
た
だ
い

た
。筍
と
茸
の
形
状
を
し
た
菓
子
で

あ
り
、先
方
は
筍
、私
は
茸
の
形
状
の

方（
こ
こ
で
の
論
争
は
控
え
る
）を
選

択
し
、十
分
に
先
方
と
の
距
離
を
保

ち
つつ
摂
食
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。そ

こ
で
私
は
、初
め
て
、先
方
の
御
尊
顔

を
拝
見
し
た
。そ
れ
と
同
時
に
あ
る

疑
問
が
脳
裏
を
刺
激
し
た
の
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
って
マ
ス
ク
着
用
が
必
須
化
し

て
早
く
も一年
半
以
上
が
経
過
し
て
い

る
。そ
の
中
に
お
い
て
、我
々
は
米
沢

女
子
短
期
大
学
に
籍
を
置
き
、学
生

諸
君
に
お
か
れ
て
は
二
年
間
と
い
う

時
を
学
友
と
と
も
に
過
ご
す
訳
で
あ

る
が
、果
た
し
て
学
友
の
顔
面
を
拝

む
機
会
が
幾
度
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。親

し
き
学
友
と
あ
ら
ば
食
事
を
訳
と
し

て
マ
ス
ク
を
脱
す
る
機
会
も
あ
ろ
う

が
、同
科
の
学
友
全

員
の
顔
面
を
拝
む
機

会
が
、残
さ
れ
た
学

生
生
活
の
内
に
存
在

す
る
の
だ
ろ
う
か
。

学
生
生
活
の
思
い
出

が
、マ
ス
ク
着
用
で
曇

る
眼
鏡
の
よ
う
に
な

ら
な
い
こ
と
を
危
惧

し
て
や
ま
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、思
う
よ
う
に
物
事
が
進
ま
な
い
焦

り
や
あ
き
ら
め
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。し
か
し
逆
に
考
え
ま
す
と
、学
生
時
代

に
こ
ん
な
に
も
大
き
な
パン
デ
ミ
ッ
ク
に
遭
遇
し
、そ
れ

に
適
応
し
て
い
く
人
々
や
各
国
の
対
応
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
貴
重
な
経
験
で
す
。

　

も
し
コ
ロ
ナ
が
な
か
っ
た
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
就

職
、授
業
、遊
び
さ
え
可
能
に
な
る
な
ど
、考
え
ら
れ

た
で
し
ょ
う
か
。直
接
人
と
会
え
る
温
か
さ
や
あ
り
が

た
み
を
当
た
り
前
で
は
な
い
と
実
感
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。「
コ
ロ
ナ
さ
え
な
け
れ
ば
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
が
、「
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」を
考
え

て
み
る
の
も
いい
と
思
い
ま
す
。

　

去
年
の
今
頃
の
私
は
、編
入
試
験
の
情
報
集
め
に

奔
走
し
て
い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、オ
ン
ラ
イ
ン

試
験
か
対
面
か
、情
報
が
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
た
の

で
す
。そ
れ
に
つ
い
て
い
け
た
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、実
際
、宇
都
宮
大
学
の
試
験
が
プ
レ
ゼ
ン
に
変
わ
っ

た
と
い
う
情
報
を
得
た
の
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
で
あ
り
、試
験
の
二
週
間
前
で
し
た
。多
く
の
人

の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、急
い
で
準
備
を
し
た
日
々
が
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
私
が
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、情

報
収
集
の
大
切
さ
で
す
。編
入
学
を
問
わ
ず
、日
々
を

生
き
る
上
で
も
、情
報
を
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は

不
利
な
立
場
に
置
か
れ
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

だ
け
で
は
な
く
、人
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
舞
い
込
む
情
報
も
あ
り
ま
す
。常

に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
、人
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
、

そ
し
て
情
報
を
得
ら
れ
ず
困
って
い
る
人
に
は
手
を
差

し
伸
べ
る
、そ
う
いっ
た
相
互
扶
助
の
精
神
が
大
切
で
す
。

　

私
は
現
在
、国
際
学
部
と
い
う
自
由
で
多
様
な
価

値
観
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
の
下
で
、の
び
の
び
と
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。物
事
を
批
判
的
に
み
る
力
、

他
の
人
や
社
会
の
た
め
に
い
か
に
行
動
で
き
る
か
、先
生

方
や
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
、学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
す
。

あ
な
た
自
身
が
決
め
た
道
は
す
べ
て
正
解
の
道
で
、そ

の
道
が
縁
の
あ
る
道
だ
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
飛
躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
就
職
活
動
を
始
め
た
の
は
、三
年
生
の
冬
で
す
。

当
初
は
、公
務
員
を
目
指
し
て
教
養
試
験
や
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の

勉
強
、面
接
対
策
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、コ
ロ

ナ
の
影
響
で
実
習
と
公
務
員
試
験
が
ほ
ぼ
同
時
並
行

に
な
って
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、な
か
な
か
両
立
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、実
習
を
き
っ
か
け
に
病
院
管
理
栄
養

士
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
た
た
め
、公
務
員
か
ら
病

院
に
就
職
先
を
切
り
替
え
、新
た
に
就
職
活
動
を
始

め
、最
終
的
に
内
定
を
頂
い
た
の
は一月
で
し
た
。

　

私
が
就
職
活
動
の
経
験
を
通
し
て
、伝
え
た
い
こ
と

は
二
つ
で
す
。

　
一つ
目
は
希
望
先
を
よ
く
研
究
す
る
こ
と
で
す
。特

に
、公
務
員
試
験
で
は
希
望
す
る
自
治
体
が
取
り
組

ん
で
い
る
施
策
、他
の
自
治
体
と
比
べ
て
力
を
入
れ
て

い
る
政
策
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。民
間
就

職
に
つ
い
て
は
企
業
研
究
を
行
う
こ
と
で
、自
分
の
や

り
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
る
た
め
、試
験
対
策
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
焦
ら
な
い
こ
と
で
す
。周
り
が
内
定
を
も

ら
え
ば
、「
自
分
も
早
く…

」と
思
う
こ
と
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を

考
え
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と
が
、結
果
的
に
社

会
人
に
な
っ
た
時
の
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
に

繋
が
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
葛
藤
や
負
担
も
大
き
い
か
と
思

い
ま
す
が
、皆
さ
ん
の
健
闘
を
祈
って
い
ま
す
！

　

私
は
、入
学
当
初
か
ら
公
務
員
を
目
指
す
と
共
に
、

先
輩
方
と
同
じ
よ
う
に
民
間
企
業
の
就
職
活
動
も
並

行
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。 

初
め
に
、就
職
活
動

に
つい
て
は
、入
学
し
て
す
ぐ
に
、就
職
サ
イ
ト
に
登
録

を
し
、一年
生
の
頃
か
ら
イ
ベン
ト
に
は
積
極
的
に
参
加

し
様
々
な
業
種・職
種
を
み
た
り
、実
際
に
お
話
を
聞

い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。民
間
の
採
用
試
験
は
四
年
制

大
学
と
同
じ
区
分
に
な
る
た
め
、早
め
に
準
備
を
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

公
務
員
の
試
験
対
策
で
は
、長
期
休
み
に
開
催
さ
れ

る
セ
ミ
ナ
ー
、キ
ャ
リ
セ
ン
主
催
の
勉
強
会
に
は
全
て
参

加
し
ま
し
た
。周
り
に
同
じ
目
標
に
向
か
い
頑
張
って

い
る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
て
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。一
番
大
切
だ
と
感
じ
た
こ
と
は
、試
験
で
必
ず
行

わ
れ
る
面
接
で
す
。私
は
話
を
す
る
こ
と
が
大
好
き

で
す
が
、そ
れ
で
も
、面
接
の
場
面
で
は
緊
張
し
て
し

ま
い
う
ま
く
話
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
を

克
服
す
る
た
め
に
も
、数
多
く
キ
ャ
リ
セ
ン
に
足
を
運

び
面
接
練
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
今
、晴
れ
て
税
務
職
員
と
な
り
、一
年
間
の
研

修
を
受
け
て
い
ま
す
。社
会
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
が
、米
短
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。皆
さ
ん
も
た
く
さ
ん
不

安
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、頑
張
っ
た
分
だ
け
結
果
は

つい
て
く
る
こ
と
を
信
じ
て
是
非
頑
張
って
く
だ
さ
い
。

応
援
し
て
い
ま
す
。

社
会
情
報
学
科 

卒
業

山
田 

玲
奈

国
家
公
務
員

仙
台
国
税
局
採
用

就 職
米
沢
栄
養
大
学 

卒
業

安
彦 

み
ず
き

豊
岡
第
一
病
院

就 職
英
語
英
文
科 

卒
業

鈴
木 

花
梨

宇
都
宮
大
学

国
際
学
部

編入学

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
生
活

教
授  

大
益 

史
弘

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学

健
康
栄
養
学
部 

健
康
栄
養
学
科

山
形
県
立
米
沢
栄
養
大
学

健
康
栄
養
学
部 

健
康
栄
養
学
科

講
師  

金
谷 

由
希

「
対
面
」
で
始
ま
っ
た
今
年
度

准
教
授  

村
瀬 

桃
子

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　
　

国
語
国
文
学
科
Ａ

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　
　

国
語
国
文
学
科
Ｂ

准
教
授 

北
口 

己
津
子

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
び

准
教
授  

小
林 

亜
希

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　

英
語
英
文
学
科

コ
ロ
ナ
禍
に
考
え
る
こ
と

講
師
　
高
浜 

快
斗

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　

社
会
情
報
学
科
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